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審議議案

区　分 使　い　道 金額
（千円）

総額に対する割合
(%)

前年度比
(％)

住民一人当り額
(円)

議 会 費 議会運営等 ３１７,７４７ ０．９ ４．８ ２,６６９

総 務 費 庁舎や職員の管理費、財政、徴税、選挙等 ５,０４２,５２３ １４．０ △２０．４ ４２,３４７

民 生 費 福祉、高齢者福祉、国民年金、子育て等 １２,９０１,５５４ ３５．８ ７．４ １０８,３４７

衛 生 費 健康増進、ごみ処理、環境衛生等 ２,９７９,７０３ ８．３ ２３．０ ２５,０２４

労 働 費 雇用促進、勤労者支援等 ８７,０６５ 0.2 ８．８ ７３１

農林水産業費 農業、土地改良等 ４６７,３８０ 1.3 △8.0 ３,９２５

商 工 費 商工業、観光振興等 ７２５,３３１ ２．０ ８７．１ ６,０９１

土 木 費 道路、公園、区画整理事業等 ３,８６３,５３７ １０．７ △１９．２ ３２,４４６

消 防 費 火災、風水害等 １,８１８,０１３ ５．１ △0.8 １５,２６８

教 育 費 学校教育、社会教育、スポーツ振興等 ３,９２２,８９１ １０．９ △３８．０ ３２,９４４

公 債 費 市債などの返済金 ３,９０３,１６７ １０．８ △８．６ ３２,７７９

合　　計 ３６,０２８,９１１ 100.0 △８．２ ３０２,５７１

本会議映像（ライブ・録画）をインターネット配信しています。
　鴻巣市ホームページから鴻巣市議会→議会中継にてご覧ください。 ※委員会会議録も公開していますので、併せてご覧ください。

一般会計決算目的別歳出内訳表

市税
38.5％

民生費
35.8％

土木費
10.7％
土木費
10.7％
土木費
10.7％

衛生費
8.3％
衛生費
8.3％
衛生費
8.3％

県支出金 5.7％県支出金 5.7％県支出金 5.7％

繰越金 4.7％繰越金 4.7％繰越金 4.7％

公債費
10.8％

総務費
14.0％

教育費
10.9％

地方交付税
16.5％

国庫支出金
11.2％

市債
10.5％

その他
8.1％

一般会計歳入

歳入
379億3,949万円

歳出
360億2,891万円

一般会計歳出

地方消費税
交付金 4.8％

消防費 5.1％
その他 4.4％

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
２７
日
ま
で
の
２６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
初
日
に
、「
平
成
２８
年
度

鴻
巣
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」「
平
成
２７
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
２７
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
１
議
案
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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財
政
健
全
化
判
断
比
率

　
平
成
２７
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
、
早
期
健
全
化

基
準
以
内
で
あ
り
、
財
政
の
適
正
運

営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
赤
字
で
な
い
場
合「
－
」で
表
示

指標の名称
平成２７年度 平成２６年度

早期健全
化基準　

鴻巣の
比率

県内市町村
平均比率

鴻巣の
比率

実質赤字比率（一般会計などの赤
字の大きさ） １２．１８ － － －

連結実質赤字比率（市全体の赤字
の大きさ） １７．１８ － － －

実質公債費比率（借入金などのそ
の年の返済額の大きさ） ２５．０ ３．５ ４．９ ３．６

将来負担比率（借入金の残高など
今後支払わなければならない負債
の大きさ）

３５０．０ ２６．５ ２４．３ ３１．９

①安全・安心でゆったりと暮らせるまちづくり
　上谷総合公園整備事業� １２１,７３２
　ゾーン３０整備事業� ４,２５５
　�コウノトリの里づくり事業� ６３２

④利便性が高くうるおいのあるまちづくり
　北鴻巣駅西口駅前広場整備事業� １２８,８３２
　三谷橋大間線（₂期工事）整備事業� １０３,９０３

②すべての人が健やかで思いやりのあるまちづくり
　健康ウォーキングポイント事業� １９,３７８
　健康体力づくり推進事業� ９,４５８
　放課後児童クラブ整備事業� １２,３８１
　民間保育所施設整備事業� ９１,５０５

⑤いきいきと個性かがやく活力あるまちづくり
　花と音楽の館かわさと拡張事業� １８８,０５４
　観光振興事業� １２,１８２

⑥市民協働のまちづくり
　ふれあいセンター及び本町コミュニティセンター管理
　運営事業� ４１,０９１
　市民活動推進事業� ２,９７８

③心ゆたかでときめきのあるまちづくり
　小学校施設改修事業� ３５０,１２９
　中学校施設改修事業� １０７,１８５

⑦スリムで効率的な行政経営によるまちづくり
　本庁舎改修事業� ２２５,０４４
　基幹系システム再構築事業� ２１５,３２５

▪インターネット中継　平成２８年₉月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継・・１９９２件　　◆録画中継・・５４８件

金額（千円）

（単位：％）

政 策 と 主 な 事 業
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問
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
舞
う
関
東
自
治

体
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
埼
玉
・
栃
木
・

茨
城
・
千
葉
の
関
東
4
県
の
30
市
町
村
で

構
成
さ
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
の
野
生

復
帰
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
実
現
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、県
域
を
越
え
た
市
町
村
間
の
交
流
、

意
見
交
換
を
行
い
、
国
等
の
関
係
機
関
に

対
し
て
施
策
の
発
案
や
事
業
実
施
の
要
望

を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
本
年

5
月
か
ら
原
口
市
長
が
代
表
理
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
等
整
備
に

向
け
た
ご
み
減
量
等
は

問
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資
源
組
合
の
報

告
書
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
等
整
備
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
み
の
減
量

や
３
Ｒ
、ご
み
を
減
ら
す
、再
利
用
す
る
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
、
を
推
進
し
て
、
施
設

規
模
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
と
思
う
が
、

審
議
の
中
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
組
合
が
策
定
し
た
基
本
計
画
で
は
、

重
点
施
策
の
１
番
目
と
し
て
分
別
ル
ー
ル

の
見
直
し
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

鴻
巣
市
と
北
本
市
の
ご
み
の
出
し
方
は
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
行
田
市
は
少
し
違
う
こ

と
か
ら
見
直
し
し
て
資
源
化
を
進
め
、
ご

様
な
路
面
標
示
は
、
道
路
幅
に
制
限
が
あ

る
た
め
、
路
面
標
示
が
出
来
る
道
路
は
少

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
路
面
標
示
が
出

来
な
い
場
所
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
マ
ー

ク
を
入
れ
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

よ
う
路
面
標
示
を
行
い
ま
す
。
３
年
間
実

施
し
た
、
ゾ
ー
ン
30
整
備
事
業
を
生
か
し

な
が
ら
、
危
険
箇
所
を
減
ら
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
づ
く
り
事
業

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
に
何
が
必
要
か
。

答
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
コ
ウ

ノ
ト
リ
は
、
文
化
庁
・
環
境
省
の
許
可
が

な
い
と
飼
育
が
で
き
ま
せ
ん
。
市
と
し
て

は
、
ケ
ー
ジ
の
中
で
飼
育
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
鴻
巣
の
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
環
境

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
農
家
に
も
協
力
を

得
る
よ
う
努
め
、
本
市
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

飼
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
だ
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
ア
ッ
プ
も
含
め
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
の
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
計
画
的
に
効
率
よ
く
公
共
施
設
の
整
備
や
維

持
管
理
を
行
い
寿
命
を
延
ば
し
た
り
、
公
共
施

設
の
利
活
用
促
進
や
統
廃
合
を
す
す
め
る
こ
と

で
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
都
市
経
営
上
の

健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
事
業

問
中
央
公
民
館
エ
リ
ア
再
編
基
本
構
想

業
務
委
託
の
内
容
は
。

答
市
が
施
設
を
建
設
し
て
い
く
手
続
き

と
し
て
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
と
4
段
階
あ
る
中
で
、

今
回
は
ス
タ
ー
ト
の
基
本
構
想
と
な
り
ま

す
。
中
央
公
民
館
は
昭
和
50
年
、
鴻
巣
児

童
セ
ン
タ
ー
は
54
年
の
建
設
と
な
り
、
旧

耐
震
基
準
の
建
築
で
老
朽
化
し
て
い
る

他
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
な
ど
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
旧
鴻
巣

中
央
図
書
館
、
隣
接
し
て
い
る
公
園
を
含

め
た
範
囲
を
中
央
公
民
館
エ
リ
ア
と
位
置

づ
け
て
基
本
構
想
を
策
定
し
、
再
編
整
備

を
実
施
す
る
た
め
、
周
辺
の
現
状
に
つ
い

て
調
査
及
び
土
地
利
用
の
方
向
性
を
整
理

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
委
託
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
結
果
、
土
地
利
用
の
方
向
性

や
施
設
の
必
要
性
、
あ
り
方
に
つ
い
て
整

理
し
、
考
え
ら
れ
る
施
設
の
内
容
と
ゾ
ー

ニ
ン
グ
案
の
例
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

鴻
巣
市
地
域
医
療
体
制

整
備
基
金
条
例

問
こ
の
条
例
の
目
的
は
。

答
地
域
医
療
体
制
の
整
備
に
要
す
る
経

費
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
総
合
病
院
の
誘
致
が
第
一
義
的

で
あ
り
、
最
優
先
事
項
と
し
て
全
力
を
傾

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
県
央
地
域
に
は
特
別
な
県
立
病
院
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
病
床
数
は
ど
う
配
慮

さ
れ
る
の
か
。

答
が
ん
セ
ン
タ
ー
や
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
特
殊
な
医
療

の
病
床
数
も
県
央
地
域
内
の
病
床
数
と
し

て
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
病
床
数
が

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
県
に
配
慮
し

て
も
ら
う
よ
う
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

集
積
場
に
出
さ
れ
た
資

源
物
は
市
の
所
有
に

問
資
源
物
の
持
ち
去
り
は
、
以
前
は
よ

く
話
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
近
頃
は
あ
ま

り
耳
に
し
な
い
。
条
例
の
改
正
が
必
要
な

ほ
ど
、
頻
繁
な
報
告
が
あ
る
の
か
。

答
あ
る
自
治
会
で
は
毎
回
の
よ
う
に
持

ち
去
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
内
で

も
持
ち
去
り
行
為
が
発
生
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
市
で
、
所

有
権
に
つ
い
て
条
例
化
し
て
い
な
い
の
は
、

本
市
を
含
め
て
２
市
で
、
な
る
べ
く
早
く

条
例
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

問
今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
市
が
指
定

す
る
場
所
に
集
め
ら
れ
た
資
源
物
の
所
有

権
は
、
市
に
帰
属
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
が
、
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
規
定
は
設

け
ら
れ
て
い
な
い
。
他
の
自
治
体
で
は
罰

則
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思

う
が
、
近
隣
の
状
況
な
ど
は
ど
う
か
。

答
県
内
で
罰
則
規
定
を
設
け
て
い
る
自

治
体
は
、
春
日
部
市
、
草
加
市
、
越
谷
市

な
ど
９
つ
の
自
治
体
で
す
。
市
で
は
、
今

ま
で
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
所
有
権

に
つ
い
て
、
条
例
化
に
よ
り
、
市
に
帰
属

す
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、
持
ち
去
り
行
為
の
防
止
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゾ
ー
ン
30
整
備
事
業
は

問
路
面
標
示
に
よ
り
制
限
速
度
を
時
速
30

㎞
に
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
効
果
は
。

答
こ
の
事
業
は
、
埼
玉
県
公
安
委
員
会

の
選
定
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
度
に
は
吹
上
富
士
見
地
区
、
26
年
度

に
は
本
町
地
区
、
27
年
度
に
は
生
出
塚
地

区
を
整
備
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
と
し

て
、
整
備
事
業
に
よ
る
路
面
標
示
が
功
を

奏
し
、
事
故
件
数
は
、
若
干
減
少
し
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
整
備
地
区
外
の
同

決 算

決算

決算

条例の一部改正 条例の制定
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検
査
結
果
へ
の
対
応
は
。

答
保
育
所
で
は
、
毎
月
、
全
職
員
を
対

象
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
と
Ｏ
―
１
５
７
の
検

査
を
、
ま
た
、
年
に
一
度
ギ
ョ
ウ
虫
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
、
２
名

の
職
員
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
陽
性
反
応
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
育
安
全
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
い
勤
務
を
停
止
し
、
再
検
査
で
陰

性
に
な
っ
て
か
ら
職
場
復
帰
さ
せ
ま
し
た
。

市
営
住
宅
の
家
賃
未
納
額

及
び
改
修
事
業
は

問
未
納
額
が
大
幅
に
減
っ
た
理
由
は
。

答
未
納
額
は
、
平
成
26
年
度
は
約
８
３
０

万
円
、27
年
度
は
約
５
９
０
万
円
で
し
た
。

25
年
度
か
ら
、
担
当
職
員
が
勤
務
時
間
外

等
に
滞
納
者
宅
を
訪
問
し
、
家
賃
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、徴
収
計
画
を
立
て
、

計
画
的
に
支
払
う
約
束
を
取
り
交
わ
し
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
27
年
度
は
、
約
２
４
０

万
円
を
徴
収
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
徴
収
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問
市
営
住
宅
改
修
事
業
は
、
平
成
25
年

度
に
策
定
し
た
、
公
営
住
宅
の
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
く
修
繕
と
の
こ
と
だ
が
、
ア

セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

答
今
後
の
市
営
住
宅
の
あ
り
方
、
老
朽

化
し
た
市
営
住
宅
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

現
在
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
公
共
施
設
の
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
計
画
的
に
効
率
よ
く
公
共
施
設
の
整
備
や
維

持
管
理
を
行
い
寿
命
を
延
ば
し
た
り
、
公
共
施

設
の
利
活
用
促
進
や
統
廃
合
を
す
す
め
る
こ
と

で
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
都
市
経
営
上
の

健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
。

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
事
業

問
中
央
公
民
館
エ
リ
ア
再
編
基
本
構
想

業
務
委
託
の
内
容
は
。

答
市
が
施
設
を
建
設
し
て
い
く
手
続
き

と
し
て
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
と
4
段
階
あ
る
中
で
、

今
回
は
ス
タ
ー
ト
の
基
本
構
想
と
な
り
ま

す
。
中
央
公
民
館
は
昭
和
50
年
、
鴻
巣
児

童
セ
ン
タ
ー
は
54
年
の
建
設
と
な
り
、
旧

耐
震
基
準
の
建
築
で
老
朽
化
し
て
い
る

他
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
な
ど
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
旧
鴻
巣

中
央
図
書
館
、
隣
接
し
て
い
る
公
園
を
含

め
た
範
囲
を
中
央
公
民
館
エ
リ
ア
と
位
置

づ
け
て
基
本
構
想
を
策
定
し
、
再
編
整
備

を
実
施
す
る
た
め
、
周
辺
の
現
状
に
つ
い

て
調
査
及
び
土
地
利
用
の
方
向
性
を
整
理

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
委
託
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
結
果
、
土
地
利
用
の
方
向
性

や
施
設
の
必
要
性
、
あ
り
方
に
つ
い
て
整

理
し
、
考
え
ら
れ
る
施
設
の
内
容
と
ゾ
ー

ニ
ン
グ
案
の
例
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
減
量
化
を
進
め
る
に
は
ど
の
よ
う
な
施

設
が
必
要
か
と
い
う
観
点
で
検
討
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
ご
み
の
減
量
や
３
Ｒ
の
推

進
は
、
構
成
市
の
事
務
に
な
り
ま
す
。
組

合
は
施
設
を
つ
く
っ
て
運
営
を
し
、
ご
み

の
減
量
や
３
Ｒ
推
進
の
施
策
は
構
成
市
が

そ
れ
ぞ
れ
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
基
本
計
画
の
中
に
あ
る
基
本
方
針
に

は
、
経
済
性
を
求
め
る
部
分
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
適
切
な
規
模
の
施
設
が
検
討
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
の
と
り
交
付
金
事
業

○
事
業
の
内
容

　
平
成
19
年
度
か
ら
不
妊
治
療
（
対
外
受
精
及

び
顕
微
授
精
）
を
受
け
た
方
を
対
象
と
し
て
、

１
年
度
に
９
万
円
を
上
限
に
、
通
算
５
年
度
ま

で
、そ
の
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

27
年
度
か
ら
は
、
埼
玉
県
の
不
妊
治
療
助
成
拡

大
に
伴
い
「
男
性
不
妊
治
療
」
を
行
っ
た
場
合

も
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
申
請
件
数
と
妊
娠
に
結
び
つ
い
た
方

の
人
数
は
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
男

性
の
不
妊
治
療
も
対
象
に
な
っ
た
が
、
そ

の
申
請
件
数
は
。

答
27
年
度
は
、
71
件
の
申
請
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
、
妊
娠
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
20

件
で
し
た
。
ま
た
、
男
性
不
妊
治
療
の
申

請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
28
年
度
は

す
で
に
２
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
更
な
る
周
知
に
努
め
ま
す
。

健
康
ま
つ
り
開
催
事
業

問
事
業
内
容
や
実
績
は
。

答
ク
レ
ア
こ
う
の
す
の
小
ホ
ー
ル
や
ホ

ワ
イ
エ
を
使
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
小

ホ
ー
ル
で
は
、
測
定
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
血

管
年
齢
、
脳
年
齢
、
握
力
測
定
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
栄
養
相
談
や
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
、
歯
科
相
談
、
薬
の
相
談
な
ど
を
行
っ

た
ほ
か
、
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
健
康
に
良
い

料
理
を
作
っ
て
試
食
を
し
た
り
、
が
ん
を

知
る
展
な
ど
を
催
し
ま
し
た
。
中
で
も
、

骨
密
度
測
定
コ
ー
ナ
ー
は
、
想
像
以
上
の

関
心
を
い
た
だ
き
、
３
３
０
名
の
方
に
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
入
場
者
数
で
は
、

平
成
26
年
度
が
５
７
６
名
、
27
年
度
が
６

６
１
名
で
し
た
。

保
育
所
管
理
運
営
事
業

問
職
員
に
対
す
る
細
菌
検
査
の
内
容
と

決 算

決 算

決算決算

決算
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返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
は
約
２
０

０
億
円
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
は

問
水
道
事
業
の
今
後
の
展
望
と
料
金
の

引
き
下
げ
は
。

答
給
水
戸
数
は
、
若
干
増
加
し
て
い
ま

す
が
、給
水
人
口
、有
収
水
量
は
減
少
し
、

そ
れ
に
伴
い
、
料
金
収
入
も
減
少
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
一
方
、
施
設
の
老
朽

化
は
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
更
新
や
改

修
に
か
か
る
費
用
は
、
増
加
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
期
的
に
見
て
財

政
等
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安

全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し
て
い
く
こ
と

が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
事
業
の
利
益
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
は
想
定
外
の
修
繕
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
等
を
進

め
る
た
め
の
備
え
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
方
公
営
企
業
の
利
益
は
、

民
間
企
業
に
お
け
る
儲
け
で
は
な
く
、
建

設
投
資
を
行
い
、
水
道
使
用
者
の
需
要
に

応
え
て
い
く
た
め
の
剰
余
金
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
の
水
道
料
金
の
引
き
下

げ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
下
水
道
事
業
の
生
活
排
水
処
理
基
本

計
画
の
内
容
は
。

答
こ
の
計
画
は
、
生
活
排
水
処
理
に
つ

児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業

問
準
要
保
護
世
帯
児
童
生
徒
就
学
扶
助

に
つ
い
て
、
事
業
の
具
体
的
な
内
容
と
対

象
者
数
は
。

答
こ
の
事
業
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
を
対
象
に
就
学

の
援
助
を
行
う
事
業
で
す
。具
体
的
に
は
、

学
用
品
費・通
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
医
療
費
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。
対
象
者
は
、
児
童
が
４
３
２

名
で
全
体
の
７・
３
％
、
生
徒
が
２
７
３

名
で
全
体
の
８・
９
％
で
し
た
。

み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
駅

事
業
は

問
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答
北
鴻
巣
駅
西
口
の
公
衆
ト
イ
レ
新
築

工
事
の
う
ち
、障
が
い
者
対
応
型
ト
イ
レ
、

約
５
・
２
㎡
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
障
が
い
者
が
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
の
落

下
防
止
の
た
め
、
鴻
巣
駅
の
ホ
ー
ム
に
内

方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
を
整
備
し
ま
し

た
。
な
お
、
鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
に
よ

り
、
平
成
２９
年
度
に
は
吹
上
駅
、
３０
年
度

に
は
北
鴻
巣
駅
に
、
内
方
線
付
き
点
状
ブ

ロ
ッ
ク
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
地
域
懇
談
会
事
業

問
行
政
側
の
目
的
や
方
向
性
は
。

答
こ
の
懇
談
会
は
、
地
域
の
拠
点
で
あ

る
公
民
館
を
核
と
し
て
、
地
域
住
民
と
行

政
と
の
つ
な
が
り
や
結
び
つ
き
を
強
め
た

い
と
い
う
目
的
で
平
成
２６
年
度
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。
懇
談
会
を
通
じ
て
、
地
域

の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め
の
自

主
的
な
事
業
を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

行
政
か
ら
そ
の
よ
う
な
事
業
を
発
見
し
、

地
域
活
動
に
対
し
て
支
援
が
行
え
る
か
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
市
の

予
算
概
要
の
説
明
、
前
回
の
要
望
や
質
問

事
項
の
回
答
を
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
自

主
的
な
事
業
等
が
な
か
な
か
見
出
せ
な
い

の
で
、
今
後
違
う
方
向
で
会
議
を
開
催
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

借
入
金
の
返
済
額
は

問
本
市
は
、
他
市
に
比
べ
て
借
入
金
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、ど
う
な
の
か
。

答
市
が
借
入
れ
し
て
い
る
地
方
債
の
残

高
は
、
一
般
会
計
の
市
債
と
水
道
事
業
会

計
等
の
事
業
債
全
て
を
合
計
す
る
と
約
６

９
０
億
円
と
な
り
ま
す
。返
済
金
に
対
し
、

後
年
度
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
交
付
税
に
算
入
さ
れ
な
い
部
分
を

実
質
的
な
借
入
金
と
考
え
る
と
、
本
市
が

い
て
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
３
つ
の
手
法
に
よ
る

排
水
処
理
を
推
進
す
る
国
及
び
県
の
指
導

も
あ
り
策
定
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
３
つ

の
方
法
に
よ
り
、
極
力
、
早
い
時
期
に
排

水
処
理
を
進
め
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。ご

み
処
理
施
設
等
整
備
に

対
す
る
基
金
の
積
立

問
ご
み
処
理
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金

１
億
円
に
関
連
し
て
、
施
設
整
備
に
係
る

総
事
業
費
が
２
４
９
億
円
と
の
こ
と
だ

が
、
ご
み
処
理
方
式
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い

な
い
中
で
、
見
積
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

答
こ
の
金
額
は
、
鴻
巣
行
田
北
本
環
境

資
源
組
合
が
あ
る
一
定
の
仕
様
を
決
め

て
、
い
ろ
い
ろ
な
処
理
方
式
の
技
術
を
有

す
る
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
数
社
に
、
ご
み

量
、
性
能
の
条
件
を
提
示
し
、
そ
の
条
件

で
建
設
し
た
場
合
の
建
設
費
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
そ
の
平
均
値
を
と
っ

た
も
の
で
す
。
熱
回
収
施
設
、
不
燃
・
粗

大
ご
み
処
理
施
設
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

化
施
設
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
建
設
に
係

る
概
算
の
費
用
で
、
外
構
費
や
用
地
取
得

費
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
地
元
住
民
か
ら
、
附
帯
施
設
等
が
欲

し
い
な
ど
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、

決 算
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こ
の
金
額
に
加
算
さ
れ
て
く
る
の
か
。

答
地
元
住
民
か
ら
は
道
路
や
水
路
等
を

整
備
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
も
あ

り
、
用
地
取
得
費
や
周
辺
整
備
費
等
は
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
体
育
館
の
修
繕

問
平
成
26
年
度
に
大
規
模
な
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
施
設
す

べ
て
の
点
検
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
26
年
度
の
点
検
・
修
繕
で
は
、
耐
震

工
事
や
施
設
内
の
設
備
等
を
対
象
に
行
っ

た
も
の
で
す
。
今
回
の
修
繕
は
、
施
設
外

側
の
電
気
工
作
物
の
点
検
を
行
う
中
で
、

一
般
家
庭
の
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
に
あ
た

る
、
屋
外
用
高
圧
気
中
負
荷
開
閉
器
に
不

具
合
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
交
換
を
行
う

も
の
で
す
。

糠
田
運
動
場
整
備
・
改

修
工
事

問
ス
ー
パ
ー
堤
防
築
堤
に
よ
る
整
備
・

改
修
工
事
だ
が
、
運
動
場
や
駐
車
場
へ
の

影
響
は
。

答
サ
ッ
カ
ー
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、

駐
車
場
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
面

積
は
多
少
狭
く
な
り
ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー

場
は
、コ
ー
ト
の
大
き
さ
に
変
更
は
な
く
、

競
技
に
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
向
き

を
少
し
変
更
す
る
な
ど
し
て
、
現
在
と
同

様
の
４
面
を
確
保
し
ま
す
。
な
お
、
駐
車

場
は
、
サ
ッ
カ
ー
場
に
近
づ
け
る
こ
と
か

ら
、
ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
フ
ェ

ン
ス
を
設
置
し
ま
す
。

問
工
期
と
利
用
団
体
へ
の
対
応
は
。

答
11
月
か
ら
工
事
に
入
り
、
平
成
28
年

度
内
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

工
事
期
間
中
は
、
安
全
性
を
考
慮
し
て
、

運
動
場
は
す
べ
て
閉
鎖
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
利
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
対
し
て

は
、
工
事
の
説
明
を
行
う
ほ
か
、
大
会
等

の
開
催
に
つ
い
て
の
相
談
に
乗
る
な
ど
、

運
営
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

問
計
画
の
内
容
は
。

答
保
健
診
断
の
デ
ー
タ
や
医
療
費
の
支

払
い
額
を
示
す
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明

細
書
）
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
国
保
加
入

者
の
ニ
ー
ズ
や
特
徴
を
踏
ま
え
た
保
健
事

業
等
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
デ
ー
タ
の

分
析
に
基
づ
き
、
国
保
加
入
者
の
健
康
づ

く
り
を
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
に
策
定
す
る
事
業
計
画
で
す
。
保

健
事
業
等
の
内
容
と
し
て
は
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
の
特
定
保
健

指
導
等
の
取
組
や
、
生
活
習
慣
病
の
症
状

の
進
展
及
び
合
併
症
を
抑
え
る
た
め
の
重

症
化
予
防
へ
の
対
策
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）の核実験に
厳重抗議し断固とした措置を求める意見書

　₉月₉日に北朝鮮は、我が国を含む世界各国が、核実験の中止と核兵器廃絶に向けた行動を繰り
返し強く求めてきたにもかかわらず、₅回目の核実験を実施した。これは断じて容認できるもので
はない。この暴挙は度重なる長距離弾道ミサイル発射と同様、我が国のみならず国際社会の平和と
安全に対する重大な脅威であり、核兵器廃絶と世界平和を願う人々に対する挑戦である。
　鴻巣市は、昭和６２年に非核平和都市を宣言し、非核と世界の恒久平和を望み、核兵器の廃絶を強
く訴えてきたところである。日本は、唯一の被爆国として、北朝鮮の度重なる核実験に厳重に抗議
するとともに、国においては、我が国の平和と安全の確保、国民の安全・安心に万全を期し、国際
社会と連携、協力しながら北朝鮮に対し「核兵器の放棄」に向けた措置を断固たる姿勢で取り組むよ
う強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　平成２８年₉月２７日� 鴻 巣 市 議 会　
　衆議院議長 殿　 参議院議長 殿　 内閣総理大臣 殿　 外務大臣 殿　 防衛大臣 殿

意
見
書

　

議
員
提
出
議
案
第
６
号

　

北
朝
鮮（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）

の
核
実
験
に
厳
重
抗
議
し
断
固
と
し
た
措

置
を
求
め
る
意
見
書
（
原
案
可
決
）

諏訪三津枝議員本会議で謝罪
　「議案第63号鴻巣市地域医療体制整備基金条例」が₉月定例会に市長より上程されました。これは昨年の総合病
院誘致が結果として失敗しました。この時の反省を踏まえた上での議案提出でした。この議案は政策総務常任委
員会に付託されました。
　₉月12日委員会が開催され審議が行われました。その結果、「議案第63号鴻巣市地域医療体制整備基金条例」は
全員賛成で可決しています。この委員会で諏訪三津枝議員は議案第63号の賛成討論を行っています。しかし、₉
月27日の本会議の採決時には議案第63号に対し、共産党の竹田議員、諏訪議員は棄権しました。この委員会と本
会議とで違う行動をとった諏訪議員に対し、議会運営委員会は謝罪を求めました。これを本人が認めた上で、諏
訪議員は「委員会と本会議とで違う行動をとった理由として、委員会に臨むにあたって会派内の意思統一の不十
分さがあった」点を挙げ、多大な迷惑を掛けたことに対し、本会議場で謝罪しました。

補正予算

補正予算

補正予算


